
家庭における受動喫煙の有無は、同居家族の喫煙者の有無で決まります。家族の形態は、一人暮

らしや夫婦だけ、夫婦と子供など様々ですが、現代では約２０％の世帯がペットを飼育し、家族同様に

暮らしている家庭が増えています。じつは下のグラフを見て下さい。なんと、犬や猫の飼育頭数が１５

歳以下の子供の数より多い

のですから、ペットも家族の

一員となっていてもおかし

くありません。 

 

だとすると、喫煙者のい

る家庭で暮らすペットも当

然受動喫煙の被害を受け

てしまいます。そうなるとペ

ットも病気になる確率が高

くなります。左のグラフには、

受動喫煙をうけると犬や猫

が皮膚炎や癌になるリスク

が４倍になるという調査結

果が示されています。 

また、下の表には飼育し

ている犬や猫が癌にならな

いためのポイントには、受

動喫煙を避ける事が挙げら

れています。 

 

タバコを手に犬と散歩し

ている姿や、ペットを乗せ

た車内で喫煙しているの

を見た事がありませんか。 

こんな事にならないよう、

タバコを吸い始めないよう

にしましょう。 
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